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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 31,695 4.1 4,577 42.4 3,037 48.1

2021年3月期第3四半期 30,428 △3.9 3,212 △5.4 2,050 △15.4

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　2,618百万円 （△70.9％） 2021年3月期第3四半期　　9,022百万円 （181.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 149.69 ―

2021年3月期第3四半期 101.07 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 3,869,485 120,530 3.1

2021年3月期 3,681,441 118,932 3.2

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 120,530百万円 2021年3月期 118,932百万円

（注）「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

2022年3月期 ― 25.00 ―

2022年3月期（予想） 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,900 33.6 3,400 51.0 167.56

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 20,512,161 株 2021年3月期 205,121,161 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 221,690 株 2021年3月期 220,953 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 20,290,880 株 2021年3月期3Q 20,290,583 株

（注）期末自己株式数には、BIP信託が保有する当行株式数（2022年3月期3Q91千株、2021年3月期91千株）を含めております。

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前
提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
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１. 当四半期決算に関する定性的情報 
(１) 連結経営成績に関する定性的情報  

当第３四半期（2021 年４月１日～2021 年 12 月 31 日）の経営成績につきましては、以下のと
おりとなりました。 
経常収益は、株式等売却益や役務取引等収益の増加により、前年同期比 12億 67 百万円増収

の 316 億 95 百万円となりました。また経常費用は、営業経費の減少等により、前年同期比 97
百万円減少の 271 億 18 百万円となりました。 
この結果、経常利益は前年同期比 13 億 65 百万円増益の 45億 77 百万円となり、親会社株主

に帰属する四半期純利益についても、前年同期比 9億 87 百万円増益の 30億 37 百万円となりま
した。 
 

(２) 連結財政状態に関する定性的情報  
当第３四半期における財政状態につきまして、総資産は前連結会計年度末比 1,880 億円増加

し３兆 8,694 億円、純資産は前連結会計年度末比 15 億円増加し 1,205 億円となりました。 
譲渡性預金を含めた総預金は、個人預金の増加等により前連結会計年度末比 1,246 億円増加

し３兆 82 億円となりました。 
貸出金は、一般法人向け貸出が減少したものの、個人ローン及び公共貸出の増加により、前

連結会計年度末比 85億円増加し 1兆 8,505 億円となりました。 
有価証券は、地方債が増加したことを要因として、前連結会計年度末比 94億円増加し 8,466

億円となりました。 
 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
2021 年 10 月７日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

現金預け金 878,246 1,035,041

コールローン及び買入手形 20,000 35,000

買入金銭債権 2,483 2,693

金銭の信託 5,000 2,014

有価証券 837,247 846,699

貸出金 1,842,002 1,850,579

外国為替 1,575 2,869

リース債権及びリース投資資産 15,780 16,181

その他資産 45,264 44,309

有形固定資産 21,390 20,880

無形固定資産 1,927 1,861

退職給付に係る資産 4,673 4,869

繰延税金資産 393 393

支払承諾見返 14,224 14,158

貸倒引当金 △8,768 △8,067

資産の部合計 3,681,441 3,869,485

負債の部

預金 2,711,876 2,791,767

譲渡性預金 171,783 216,517

コールマネー及び売渡手形 1,107 10,351

債券貸借取引受入担保金 103,423 156,356

借用金 530,586 540,887

外国為替 3 490

その他負債 24,836 14,332

賞与引当金 543 16

役員賞与引当金 25 18

退職給付に係る負債 109 113

役員退職慰労引当金 8 9

株式給付引当金 153 182

睡眠預金払戻損失引当金 333 323

繰延税金負債 2,013 1,958

再評価に係る繰延税金負債 1,481 1,481

支払承諾 14,224 14,158

負債の部合計 3,562,509 3,748,955
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

資本金 19,562 19,562

資本剰余金 12,916 12,916

利益剰余金 73,489 75,508

自己株式 △783 △785

株主資本合計 105,184 107,202

その他有価証券評価差額金 12,153 12,393

繰延ヘッジ損益 △1,525 △2,151

土地再評価差額金 2,385 2,384

退職給付に係る調整累計額 734 701

その他の包括利益累計額合計 13,747 13,327

純資産の部合計 118,932 120,530

負債及び純資産の部合計 3,681,441 3,869,485
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

経常収益 30,428 31,695

資金運用収益 16,365 16,466

（うち貸出金利息） 12,274 12,076

（うち有価証券利息配当金） 4,054 3,933

役務取引等収益 4,797 5,246

その他業務収益 456 342

その他経常収益 8,809 9,640

経常費用 27,215 27,118

資金調達費用 489 476

（うち預金利息） 155 82

役務取引等費用 1,833 2,057

その他業務費用 143 293

営業経費 16,254 15,712

その他経常費用 8,494 8,577

経常利益 3,212 4,577

特別利益 54 20

固定資産処分益 54 20

特別損失 214 130

固定資産処分損 58 70

減損損失 155 60

税金等調整前四半期純利益 3,052 4,466

法人税、住民税及び事業税 935 1,333

法人税等調整額 66 96

法人税等合計 1,002 1,429

四半期純利益 2,050 3,037

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,050 3,037
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 2,050 3,037

その他の包括利益 6,971 △418

その他有価証券評価差額金 5,809 240

繰延ヘッジ損益 1,054 △626

退職給付に係る調整額 107 △33

四半期包括利益 9,022 2,618

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,022 2,618
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。なお、当該会計基準等の

適用が四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当該会計基準等の適用が四半期連

結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の経済

への影響を含む仮定について重要な変更はありません。
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３．補足情報 

 

 当行の２０２２年３月期第３四半期決算の概要は以下のとおりであります。 

 

 (１) 損益の状況（単体） 
 

 

 

 

 

 

 

 

2022年3月期 2021年3月期

第３四半期 第３四半期 2022年3月期

(9ヵ月累計) (9ヵ月累計) 通期予想値

(A) (B)

経常収益 24,447 23,139 1,308 

業務粗利益 19,540 19,324 216 

19,534 19,058 476 

資金利益 16,598 16,358 240 

役務取引等利益 2,893 2,653 240 

その他業務利益 48 312 △ 264 

(うち国債等債券損益) 6 265 △ 259 

経  費(除く臨時処理分) 16,199 16,478 △ 279 

人件費 8,120 8,513 △ 393 

物件費 7,003 6,854 149 

税金 1,075 1,111 △ 36 

実質業務純益 3,341 2,845 496 3,500 

コア業務純益 3,335 2,579 756 3,600 

除く投資信託解約損益 2,759 2,076 683 

一般貸倒引当金繰入額　Ⅰ 62 △ 105 167 

業務純益 3,278 2,950 328 

臨時損益 1,311 △ 143 1,454 

  うち株式等関係損益 1,432 278 1,154 

  うち不良債権処理額　Ⅱ 267        221        46 

（与信費用　Ⅰ＋Ⅱ） 329 116 213 

経常利益 4,589 2,806 1,783 4,800 

特別損益 △ 116 61 △ 177 

うち抱合せ株式消滅差益 －         220        △ 220 

うち減損損失 60 155        △ 95 

4,473 2,867 1,606 

法人税等 1,147 716 431 

四半期純利益 3,325 2,151 1,174 3,600 

（注）実質業務純益＝業務粗利益－経費

      コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

税引前四半期純利益

(単位：百万円)

前年
同四半期比
(A)-(B)

(除く国債等債券損益)(コア業務粗利益)

 

◎実質業務純益は、資金利益や役務取引等利益が増加したほか、経費も減少したことから、前年同期比４億９６

百万円増益の３３億４１百万円（通期予想比９５．４％）となりました。 

◎経常利益は、与信費用が増加したものの、実質業務純益の増益及び株式等関係損益の増加等により、前年同期

比１７億８３百万円増益の４５億８９百万円（通期予想比９５．６％）、四半期純利益は、前年同期比１１億

７４百万円増益の３３億２５百万円（同９２．３％）となりました。 
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(２) 金融再生法開示債権（単体） 

 

 

 

    （単位：億円） 

 2021年12月末 
  

2021年９月末 
2021年９月末比  

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 32 0  32 

危 険 債 権 181 △1  182 

要 管 理 債 権 42 0  42 

小    計 （Ａ） 256 1  255 

正 常 債 権 18,753 7  18,746 

合    計 （Ｂ） 19,008 6  19,002 

 

開示債権比率 （Ａ）／（Ｂ） 1.34% 0.00%    1.34% 

（注）１．記載金額は単位未満を四捨五入して表示しております。 

２．上記計数は、部分直接償却相当額を直接減額した後の残高を記載しております。 

 

 

(３) 時価のある有価証券の評価差額（単体） 

 

 

 

     （単位：億円） （参考）              （単位：億円） 

 2021年12月末  2021年９月末 

時価 評価差額 
   

時価 評価差額 
  

うち益 うち損  うち益 うち損 

その他有価証券 5,789 177 195 17  5,863 188 205 16 

 株 式 126 51 57 5  140 57 62 5 

 債 券 3,971 45 54 8  4,068 51 60 8 

 そ の 他 1,691 80 83 3  1,655 79 82 2 

（注）満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。また、子会社・関連会社株式で時価のあるものは 

該当ありません。 

     （単位：億円） （参考）              （単位：億円） 

 2021年12月末  2021年９月末 

帳簿価額 含み損益 
   

帳簿価額 含み損益 
  

うち益 うち損  うち益 うち損 

満期保有目的の債券 2,652 2 4 1  2,700 3 4 1 

 

 

(４) 自己資本比率（国内基準） 

2021年12月末の自己資本比率（国内基準）については現在算出中であり、確定次第、別途開示する予定であ

ります。 

 

 

 

 

 

◎金融再生法ベースの開示債権額は、２０２１年９月末比１億円増加して２５６億円となりました。 

◎その他有価証券の評価差額は、２０２１年９月末比△１１億円減少して１７７億円の評価益となりました。 
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(５) 預金、貸出金等の残高（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 預金・貸出金の残高 

    （単位：億円）  （参考） （単位：億円） 

 2021年12月末 
  

2021年９月末 2020年12月末 
前年同月末比  

預 金 等 （ 末 残 ） 30,187 1,276  29,446 28,911 

 う ち 個 人 預 金 19,059 683  18,638 18,376 

 う ち 法 人 預 金 7,020 141  6,889 6,879 

貸 出 金 （ 末 残 ） 18,658 402  18,653 18,256 

 一 般 貸 出 7,591 △212  7,596 7,803 

 個 人 ロ ー ン 5,228 268  5,162 4,960 

 公 共 貸 出 5,838 347   5,895 5,491 

（注）預金等＝預金＋譲渡性預金 

 

② 預り資産の残高 

    （単位：億円）  （参考） （単位：億円） 

 2021年12月末 
  

2021年９月末 2020年12月末 
前年同月末比  

投 資 信 託 681 92  656 589 

公 共 債 205 △2  206 207 

個 人 年 金 保 険 等 1,622 △26   1,656 1,648 

合      計 2,509 64  2,519 2,445 

  （※）個人年金保険等は有効契約残高で計上しております。 

 以  上 

◎預金等残高は、個人預金や法人預金の増加等により、前年同月末比１，２７６億円（＋４．４％）増加し、

３兆１８７億円となりました。また預り資産残高は、投資信託の増加により、前年同月末比６４億円 

（＋２．６％）増加の２，５０９億円となりました。 

◎貸出金残高は、一般貸出が減少したものの、個人ローンおよび公共貸出の増加により、前年同月末比４０２

億円（＋２．２％）増加し、１兆８，６５８億円となりました。 
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